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 私の講演の元々のタイトルは「国立国語研究所の言

語資源とオープンデータ｣でよいのですが、今回の全

体テーマに合わせて「オープンサイエンス」という言

葉を最後に加えました。データの話だけではなく、研

究方法の実践としてのオープンサイエンスの話を少し

加えてお話をさせていただきたいと思います。 

 私は普段は国立国語研究所の言語変化研究領域で、

日本語の変化・歴史を研究しています。そこで「通時

コーパスの構築と日本語史研究の新展開」というプロ

ジェクトのリーダーを務めています。コーパスという

ものを作る、そして、使うということは、オープンデ

ータ、オープンサイエンスに少し関わってくるところ

があります。 

 元々の専攻は文学部で人文社会系で、日本語学の人

間なのですが、社会人になってから今度は情報系の大

学院に行って、自然言語処理について学びました。大

学院時代から、古い時代の日本語のコーパス、用例デ

ータベースのようなものを作る仕事を行ってきました。 

 

国語研とオープンサイエンス・オープンデー

タ 

 国立国語研究所では将来計画委員会というのをやっ
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講演要旨 

国立国語研究所では、コーパスや電子化辞書、言語地図や方言の調査データや音源などさまざまな言語資源を自ら構築し、保

有し、公開している。オープンサイエンスの潮流の中で、これからの国語研では、これらの資源をオープンデータとして公開

し、研究者のみならず広く一般に利用できるようにすることを計画している。しかし、コーパス等の言語資源のオープン化に

はいくつかの課題がある。その一つは、自己収入の確保の観点から、安易にコーパスをオープン化することができないことで

ある。コーパスは高いコストを払って内製したものであり、かつ IT 企業からの強い需要があるデータである。今日研究機関

に求められる自己収入の確保や、研究機関の存在意義にもつながる内製データの保持ということと、研究資源をオープンデー

タとして広く公開することの間でどのようにバランスを取るべきなのか。国語研の取り組みの現状を紹介するとともに、問題

提起としたい。 
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学、自然言語処理。バックグラウンドは日本語の歴史の研究で、コーパスを活用した研究を行って

いる。国立国語研究所でコーパスの開発に携わり、在職中に奈良先端科学技術大学院大学で自然言

語処理を専攻。現在は日本語の通時的な研究を可能にする「日本語歴史コーパス」の構築プロジェ

クトのリーダーを努める。 

「人文社会系分野におけるオープンサイエンス～実践に向けて～」

◎ 
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ていて、そこで、オープンサイエンス、オープンデー

タを次の期の研究所の基盤として進めていこうと言っ

ています。調査・収集してきたデータは公開を原則と

しオープンデータにする、所定の手続きで誰でもアク

セス可能なデータにすることを考えています。ここで、

本当のオープンデータであれば当然無料、無制限の利

用ということになってくるのですが、そこはこの後、

お話しするような事情で完全オープンではありません。 

 それから、方法の面でもオープンにしよう、検証可

能にしようということで、主観を排するということも

そうですが、研究に用いた中間的なデータやプログラ

ムもオープンにしていこうとしています。小野さんか

らお話があった市民参加という意味でのオープンサイ

エンスもあるのですが、それ以前の話として、研究者

間でのデータ共有、データ・方法をオープンにしてい

くということもオープンサイエンスの重要な側面だと

思っています。 

 それから、コーパスとアーカイブを核とした研究を

していこうということも言っています。今の研究所の

中で一番中心になっていることが「多様な言語資源に

基づく総合的日本語研究の開拓」です。たくさんのい

ろいろなコーパスを作って、それを基に研究を進めて

いくことが中心となっていて、また、外部からも高い

評価を得ていることから、そのようなことを考えてい

ます。また、今できていないこととして、危機言語、

危機方言等の音声データ、録音データをアーカイブ化

して、それもオープンにしていきたいと考えています。 

 今日はオープンサイエンスの実践を進めている方々

からのお話ということでしたが、まだそんなにできて

いるわけではないのです。だからこそ、次の期にオー

プンサイエンスを進めていきたいという話をしていま

す。人文系の研究だと昔からある話ですが、データの

囲い込みのような問題、昔で言えば本を見せないとい

うような話から始まって、個人で作ったデータは出さ

ない、カードは見せないというような状況をどんどん

オープンにしていきたいということです。 

 また、言語研究だとしばしば問題になるのが文法性

の判断で、こういう言い方は言える、言えないという

のが文法の記述で重要になってくるのですが、それが

主観的にしか見えないと言われることがあります。こ

れは言える、言えないと言っているのですが、その根

拠はというときに、何かが見えない。それはやはり実

験など、いろいろな方法でもっとエビデンスを出せる

ようなものにしていく必要があります。また、それら

に限らず、論文の元となった中間的なデータなどが公

開されないので、そう言うならそうなのだろうという

話になってしまって、検証可能性という面で乏しさが

残るといったことがあります。 

 そういうことを何とかしていきたいということが研

究所としての方針でもあり、それを何とか変えていく

ための取り組みとして、オープンデータ、オープンサ

イエンスということを言っていきたいということです。 

 

国語研のコーパスとオープンデータ 

 国語研究所の言語資源と最初に申しましたが、ここ

ではコーパスのことを主にお話ししていこうと思いま

す。言語資源と言う場合、いろいろなものがあり、公

開されているものでも、言語地図、社会調査型の調査

結果、音源などいろいろありますが、一番中心となる

コーパスのことをお話ししていきたいと思います。 

 「コーパス」という言葉になじみのない方もいらっ

しゃると思うので、簡単にお話しします。これは、言

語を分析するための基礎資料として、書き言葉や話し

言葉の資料を体系的に収集し、研究用の情報を付与し

た大規模なデータベースです。要は、実際の言葉の用

例をたくさん集めてきて、研究に必要なだけの情報を

付けたものということになります。ただ何でもかんで

も集めるのだったら、ウェブをクロールすればいいの

ですが、そうではなくてバランス良く集めたり、日本

語の実態を反映できるように設計の上で持ってきたり

します。 

 また、研究用の情報としては、誰が、どんな人がい

つ発話しているというような情報から、全てのテキス

トに単語の情報を付けて、品詞分解のようなことをし
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て、全部に付けるということをしています。今、これ

が日本語研究、言語研究の中で非常に重要な位置を占

めていて、研究するならこういうものが必要だという

ことが今世紀に入ってから常識化してきています。 

 研究所で出してきたものとしては、2004 年の「日

本語話し言葉コーパス（CSJ）」、2011 年に公開した

「現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ）」、こ

ちらは 1 億語の日本語の書き言葉を、新聞・雑誌・書

籍などからバランス良く集めてきたものです。今、私

が中心になっているのは「日本語歴史コーパス

（CHJ）」で、これは 2013 年から公開しています。奈

良時代の『万葉集』から始まり、明治・大正時代まで

の新聞・雑誌等を集めてきて、千数百年分の日本語の

歴史を検索できる通時コーパス、縦に時代を調べられ

るコーパスを作っています。他にも、「国語研日本語

ウェブコーパス（NWJC）」はウェブをクロールして

くるタイプの大規模な 100 億語のコーパスです。 

 それから、「多言語母語の日本語学習者横断コーパ

ス（I-JAS）」という、外国人などの日本語を学習して

いる人の日本語を集めたものがあります。さらに「日

常会話コーパス（CEJC）」という、日常どんなことを

しゃべっているのか、カメラとマイクを入れて食卓・

居酒屋・職場などで録音してきて、それを書き起こし

てコーパスにするというようなものなども作っていま

す。また、日本各地の方言のコーパス化なども進めて

います。 

 これらのコーパスは、国語研究所ではコーパス開発

センターというところがあり、ここで公開等を行って

います。全てオンラインで利用可能になっています。

オンラインですから、オープンといえばオープンで、

いずれも無料で基本的には使えるようになっているの

ですが、この後お話しするような事情で、そうではな

い部分もあります。 

 こういうコーパスが日本語研究でどれぐらい使われ

ているかということなのですが、「現代日本語書き言

葉均衡コーパス」は、今、登録ユーザーが 2 万人にな

っています。年間のクエリ数が 50 万件ちょっとです。

この辺はぴんとこないかもしれませんが、言語研究者

の数は、多く見積もってもそもそも日本に数千人しか

いないはずです。ですから、かなりたくさんの人が使

ってくださっているということは間違いありません。

また、これを利用した論文が年に約 70 本出ています。

日本語の研究論文の数はそんなに多いわけではないの

で、かなりの割合ということです。 

 同じように、「日本語歴史コーパス」は今、登録ユ

ーザー数が 1 万人になっています。年間のクエリ数、

検索の数が 26 万件、利用した論文が大体年に 50 本出

てくるようになっています。これも日本語の歴史とい

う非常にニッチな部分での数なので、この分野におい

ては研究に欠かせないものになっていると言っていい

のではないか、そういう意味でインフラと言ってもよ

いのではないかと考えています。 

 このコーパスは、基本的には無料で、オンラインで

の利用という形で公開しています。「中納言」という

アプリケーションの中で、マウスでクリックしながら、

調べたい言葉を入れていくと検索できます。『源氏物

語』に出てくる形容詞を全部持ってくるとか、『枕草

子』の中のこれを探そうとか、ある言葉の次に来る助

動詞にどんなものがあるかとか、そういう非常に細か

い検索ができるので、日本語の研究にとって欠かせな

いものになってきています。オンラインで無料だけれ

ども、登録が必要な形で公開しています。 

 1 億語のコーパスやオンラインでの検索環境の提供

ということで、コーパスの構築と公開には大変コスト

がかかります。1 億語の「現代日本語書き言葉均衡コ

ーパス」の場合は、特定領域研究で、科研費で全体で

8 億円、プラス、国語研究所の運営費交付金が、人件

費を入れると同額ぐらいになってしまうのではないか

という気もしますが、かなりの額をつぎ込んで、また、

5 年間丸々かけて作ったものになります。書籍等から

バランスを取ったサンプリングをする、このときには

いろいろな図書館にお世話になったのですが、J-BISC

からランダムサンプリングして、バランスを取るとい

うことをしています。それを電子化して単語の情報を
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付けるということをしたものです。 

 「日本語歴史コーパス」の場合は、2013 年から私

が関わっているので、大体、把握しているのですけれ

ども、何しろ奈良時代から明治・大正時代までの日本

語の全てに単語の情報を付けなければいけません。つ

まり、品詞分解、まさに古文の品詞分解そのものを

1,000 万語以上のものに対してやるのです。 

 もちろん人間ではできませんので、形態素解析とい

う自然言語処理の技術を用いるのですが、大変な手間

をかけて、それを後で修正してやるということをして

います。それから、外部の画像等にリンクして使える

ようにしています。最近、各地の大学図書館等がオン

ラインで貴重書をどんどん公開してくださっているの

で、歴史コーパスで検索すると、その言葉が出てきた

原本を確認できるという体制が整ってきています。で

すから、コーパスというのは、一面ではそれだけで独

立しているようでもあるのですが、考えようによって

は原本を読むためのツールとしても使うことができて、

言葉を探して、それがどう出てきているかというよう

な形で原本を読んでいくという利用の仕方も可能にな

っています。こちらは年間 3,000 万円弱の国語研究所

の予算に加えて、科研費の基盤（A）などを加えて、

やはり年間数千万円のコストをかけて作っています。 

 そして、サーバーで「中納言」などを公開していま

すが、人件費や電気代を置いておいても、サーバーの

リプレース等で 1,000 万円近くかかってきます。新し

いコーパスを作るというときに、新規性をもって予算

獲得をするということはできるわけですが、インフラ

化してしまうと、むしろそういうお金が取りづらくな

ってきて、必要なものであるにもかかわらず、新しく

取ることは難しいということがあります。 

 研究所で、コーパスからの収益は上がっています

（図 1）。最初に申し上げたとおり、完全にフリーで

はありません。「現代日本語書き言葉均衡コーパス」

については、特定の社名は出しませんが、GAFA のよ

うな IT 企業数社と契約を結んだりしています。ここ

5 年以上の間、年間 1,000 万円以上、全体で収益が上

がっています。こういうものがコーパス公開の原資に

もなっていくことから、コーパスをオープンデータ化

してほしいという話とは相反する部分が出てきます。 

 コーパスは、コーパスの構築を目的として研究を組

むということが行われます。元々、多目的なものなの

で、一つの目的のためでなく、一回作ってしまえばい

ろいろできるため、コーパスの構築を目的とした研究

がたくさんあります。ですから、副産物ではなく、研

究データといっても、研究のために作られたものなの

です。それ自体が目的なのです。しかも、コーパスは

元々は他者の著作物であるものもあるのですが、それ

を集めてきて、単語レベルでたくさんの情報を付ける

ということをしているので、かなり高度な編集著作物

ということにもなってきます。 

 そして、自己収入を生み出すような経済的な価値を

持っています。現代語のコーパスの場合は、現代語の

自然言語処理のベースになっています。話し言葉コー

パスは、今日使われている日本語の音声認識のベース

になっていて、Alexa、Siri などの基礎にもなります。 

 というわけで、なかなかオープンデータにはそのま

まつながっていかない部分があります。では研究所と

してはどうするかというと、所定の手続きを踏んでい

ただければ誰でもアクセスや利用は可能ですが、無

償・無制限であることは意味しません。なぜなら、た

くさんの企業から引き合いがあるからというスタンス

で、コーパスについては扱っているからです。つまり、

オープンデータではないのです。ただ、アカデミック

（図 1） 
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な料金を設けるなどして、もちろん使いやすいように

していますし、先ほどのオンライン検索のような場合

には完全に無料で利用できるようにしています。これ

は頑張っているところで、サーバー等はこちらで負担

して、でも、学術の基盤としては公開し続けなければ

いけないだろうと、そういうことをしているわけです。 

 ですから、オープンデータとしてコーパスを語るこ

とは非常に難しくなってしまうのですが、そうではな

くて、コーパスに対して情報を付けていく、「アノテ

ーション」は全然構わないのです。どこにどういう情

報を付けるかという、付けただけの情報については本

体とは切り離して捉えることができるので、これは無

料です。 

 例えば、コーパスの中のこの単語はこうであるとい

う情報を付けるとか、この文はこうだとか、この発話

は誰がしているとか、これはどういう意図で言ってい

るとか、そういう情報を付けていくということは言語

研究ではよく行われます。それはやっていいし、付け

たデータはむしろどんどん公開してほしいわけです。

コーパスの利用価値の向上にもつながるからです。 

 さらに、もっと高度なものだと、意味情報、全部の

単語にこれは食べ物だとか、こういう意味だという情

報を付けるとか、統語情報、係り受けや句構造という

ような文法情報を付けるとか、メタ情報としてさまざ

まな書籍のレベルの話から人物の話など、いろいろな

ことを付けていくことも可能です。従って、アノテー

ションを基盤にしてコーパスに依拠したオープンサイ

エンスということが可能なのではないかと考えていま

す。そのことをこの後お話ししていきたいと思います。 

 

コーパスとオープンサイエンス 

 「日本語歴史コーパス」を例にして、コーパスを基

礎に、アノテーションということを使いながらオープ

ンサイエンスに近づけるような話をしていきたいとい

うことです。 

 人文学をやっている方、特に言語研究をしている方

はよくお分かりだと思いますが、日本語研究をする場

合、必ずデータを研究者は持っているはずです。それ

なしに直感だけで何かを言うことはあり得ないはずで、

何かあります。特に今は、先ほどの人数からも分かる

ように、みんなコーパスを使っているのです。 

 ですから、コーパスを使って用例を分類したという

場合は、研究者の手元には大体 Excel データがあって、

用法分類をしたものがあるはずです。ところが、それ

は個人が持っていて公開されることがないのです。論

文にまとめると、論文が完成品なので、基礎となった

データは捨ててしまう、少なくとも出てこないという

ことが非常に多いです。これが非常にもったいないと

昔から思っていました。 

 もう一つは大学院の授業です。演習で何かを読むと

いうことをやる場合は、みんなでかなり徹底的に読ん

で、情報付与のようなことをするはずです。そういっ

たものが消えていってしまうということもありました。 

 まずは、用法分類のようなデータについて、Excel

かどうか分かりませんが、手元にある Excel を共有す

ることができれば、まずは出してもらった研究が検証

可能になります。エビデンスが出てくるということに

なります。もちろん論文の中にも載っているのですが、

さらにベースのローデータに近い部分を出してほしい

のです。それが出てくると、他の人も共有することが

できて、新しい研究に利用できるのではないかという

ことです。これをアイデアとして、コーパスをベース

にしたオープンな研究を進めていきたいと思っていま

す。このように、コーパスを対象にした研究のデータ

はほとんどがアノテーションという形でまとめること

ができるはずなのです。 

 では、そのためにどういう仕掛けをしておく必要が

あるかということで、これは非常にプリミティブなと

ころから始めているのですけれども、今までの日本の

人文系の研究では必ずしもできていなかったことで、

まずはこういうことからやりましょうということで、

1 から 5 まで挙げてみました（図 2）。「検索条件式」

というのが出てくるのですが、「中納言」で検索する

ときの式の話、それから、用例にパーマリンクを付け
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てやる、そして、ユニーク ID を付けてやって、それ

を使ったアノテーションができるという話になるので

すが、順番に見てまいります。 

 まずは検索条件式です。図 3 は「中納言」というコ

ーパスを検索するアプリケーションで、品詞が形容詞

で、活用形が連体形、つまり、形容詞の連体形の次に

「言葉」という語が来ている、そういうものをここで

探しています。キーが形容詞になっているので、「言

葉」というものの前にどんな形容詞が来るか、美しい

言葉、優しい言葉、きつい言葉とか、どんな形容詞が

使われるかというのを探そうという例です。こういう

ことが「中納言」だとできます。 

 画面で説明するのは大変ですが、内部的には検索条

件式というのがあって、これをすぐ表示することがで

きるようになっています（図 4）。一見すると、これ

はちょっとやっかいなのですが、そんなに難しいもの

でもありません。コピペしてメールなどで送って、

「これでやると用例が取れますよ」とか、「これだと

こんな結果だけれど、あなたのと用例数が違うのです

が」ということに使えます。研究の再現性、用例の共

有のベースになると思います。ですから、まずこれを

出すようにしました。 

 「中納言」の講習会では必ずこの話をして、研究の

再現性のために、論文に表示するときには検索条件式

を貼りましょう、そうすれば読んだ人が研究を再現で

きますからとよく言っています。コーパスを使ってい

る時点で研究データの共有は一定のレベルであるわけ

です。それをどう使ったかという検索条件式が加わる

と、かなりのレベルでの検証可能性が出てきます。と

んでもない間違いをしているというのはあり得る話で、

それが抑止できるし、良いものにしていけるのではな

いかというのが一つ目の話です。これは実際に、かな

り以前から「中納言」に組み込んだ機能で、使われる

ようになってきています。 

 さらに、用例へのパーマリンクを作りました。個々

の用例、つまり全部の作品が品詞分解されていますか

ら、『源氏物語』の「桐壺」の最初のところに出てく

る「やんごとない」という形容詞に ID が付いていて、

それをクリックすれば「中納言」上で表示できるとい

うパーマリンクを用意しました。これがあれば QR コ

ードなどで出せます。「中納言」のアカウントがない

といけないのですが、それさえあれば、リンクをクリ

ックすれば用例が表示されます。 

（図 3） （図 4） 

（図 2） 
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 用例が表示されると何がうれしいかというと、まず

単語の情報が付いています。品詞など、そういうもの

が付いていて、文脈が分かるだけではなく、ジャパン

ナレッジや各大学の原本データへのリンクが付いてい

ます。これを使うことで、「この用例なのだけど」と

いう話ができるわけです。SNS でもできるので、みん

なやろうよと日本語学会ではよく言っています。 

 図 5 は LINE の画面ですが、私は友達がいないので、

マイクロソフトの AI 女子高生とやりとりをしたとこ

ろを表示しているものです。要するにこうやると、

「この用例はどうなの」という話がお互いにできるの

です。この基盤が今までなかったわけです。もしやろ

うとすると、「『源氏物語』の新編全集の何ページの 3

行目なのだけれども」という話をしなければいけなか

ったかもしれませんが、これがあれば、そこを出して、

「これはこうじゃないの？」という話ができます。基

礎になるようなものがまずなければいけないだろうと

いうことで、作った機能です。このパーマリンクは何

とか維持していかなければいけません。維持するのは

大変で、勝手にずらしたりしないようにしなければい

けないのですが、そういうものを頑張ってやりはじめ

ました。 

 それから、今の ID にそのまま使われていることな

のですが、パーマリンクに組み込まれているのはユニ

ークな ID です。われわれは「サンプル ID と開始位

置」と呼んでいるのですが、これは先頭から何文字目

かという情報です。ですから、本が変わらない以上、

ずれないのです。「これは用例のマイナンバーだから、

みんな使ってね」ということを日本語学会へ行ってよ

く説明しています。先ほどの「中納言」の検索結果で

表示される部分です。ID さえあれば他の人は表示で

きるから、文脈や品詞などがなくてもいいからこれは

出してほしいと言っています。これがあると何がいい

かというと、必要な用法を番号だけ並べてやれば、特

殊な用例集のようなものができることです。 

 ちなみに、先ほどの AI 女子高生とのやりとりは、

『源氏物語』の一部分の「海見やらるる廊に」で、

「るる」「られる」なのですが、受け身、尊敬、自発、

可能のうち、「海を見やることができる」と訳せるか

ら、可能に見えるのです。しかし、中古に可能の肯定

用法はないはずだといわれているので、どう考えるか

というと、「自然と見渡される」という自発ではない

かといわれています。議論の対象になるものをリスト

アップするだけで、日本語研究者にとって貴重なデー

タになるのです。 

 ちょっとおかしな自発用法のリストとか、さらにそ

の横にこれは自発だと一言付けてやれば、それはアノ

テーションとして使えるようになって、「られる」に

こういうものを並べて、受け身、尊敬、自発、可能の

どれかを自分で付けましたというデータができれば、

結構使えるデータになるのではないかと思います。 

 コーパス上では助動詞の「る」「らる」という情報

しか付けていないのです。それが受け身、尊敬、自発、

可能かというのは研究者によってもかなり議論が分か

れる部分があるのですが、これを付けてやると、例え

ば小木曽（2019）のデータで可能用法は何例あるとか、

小木曽（2019）のこの ID の可能は間違っているとか、

そういう議論につなげていけます。このデータを共有

することで、他の人はその次に来る可能用法の動詞だ

けを持ってくるなど、そういうことができるので、み

んなでどんどん共有しようよと言い歩いています。 

 要は、Excel のデータなのです。日本語の研究者は

みんな多分、これを作っていたのです。そうでないと、

可能用法が何例あっても出せないはずなので、これを
（図 5） 

2.用例へのパーマリンク
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集計しているに違いないというか、私も実はやってい

ました。ですから、これを表に出しましょうというこ

とを一生懸命みんなに勧めているところです。 

 できたらそれを公開しましょうということも言って

いて、自分もやらないわけにいかないので、隗より始

めよということで始めました。researchmap の「資料

公開」のところで実際にこのデータを公開してみまし

た。そんなにどんどん利用が進むようなものでもない

のですが、まずはそういうところから始めることで、

研究用のデータの流通、共有、再利用が進むのではな

いかと考えています。 

 アノテーションのデータをオープンデータとして公

開しようとしています。アノテーションを引用しよう

というのも、先ほどから小木曽（2019）と言っている

のですが、これを作るのは結構大変なのです。何しろ、

平安時代後の全部の「れる」「られる」について、受

け身、尊敬、自発、可能を付けるという話になるので、

これだけで一つのプロジェクトになってもおかしくな

いような話なのですが、そうやって作ったデータはち

ゃんと引用しましょうということも言っているわけで

す。そうしないと、オープンにしてデータを出してく

れる人がモチベーションを保てませんし、作ったデー

タを再検証していく、再利用していくときに他の人が

見られないということです。こうやっていくことで、

コーパスをみんなで育てることができるのではないか

と考えています。 

 コーパス本体が必ずしもオープンでなくても、アノ

テーションをベースとして公開していくことで、それ

が可能なのではないかということを言いたくて、こん

なことを春の日本語学会で一生懸命主張してきて、ま

だそれほどでもないかもしれませんが、それなりの反

応は得ているところです。コーパスを育てていくこと

をしたい、アノテーションを共有して、学会の共有財

産になるようにしていきたい。この作成・公開は研究

の業績として正当な評価を得られるようになってほし

いということです。 

 そういう話をしていると、これはもっと簡単にでき

るようにしないと駄目なのではないかという気がしま

す。ダウンロードしたデータで Excel 上に横に入れて

やる分にはいいのですが、それを共有したとしても、

それを再利用するのは大変なのです。先ほどの Excel

データのような一工夫が要ります。VLOOKUP ぐら

いは使えないと駄目、Access が使えればいいのだけれ

どとなってくると、いきなり人文系の研究者は「それ

は困る」という話になってしまいかねないのです。だ

から、それはアプリケーション上で実現したいし、も

っとサポートできないかということで新しく始めたい

と思いました。 

 そして昨年の今頃、一生懸命、科研費の書類を書い

て、この 7 月に幸い採択されたので、そのお話を最後

にしようと思います。 

 「挑戦的研究（開拓）」というものです。3 年間か

けて、「日本語コーパスに対する情報付与を核とした

オープンサイエンス推進環境の構築」と、すごく大き

く出たタイトルなのですが、つまり、先ほど私がお話

ししたようなことで、研究者間のアノテーションとし

てのデータ流通を行いたいのです。先ほどから話が出

ている「みんなで翻刻」の橋本さん、人文情報学研究

所の永崎さん、歴史民俗博物館の後藤さんなど、いろ

いろな分野の主立った方に入ってもらって始めました。 

 全く新しいものを作っても難しいので、既に 1 万人、

2 万人ユーザーがいる「中納言」に新しい機能を追加

するという形で、アノテーション機能を追加するとい

うことを始めたいと思っています。本当はもう少し画

面など、できたものがあるといいのですが、現時点で

は、お金が来ただけで、頑張ってこれからやるところ

なので、まだ何もありません。例えば「中納言」上で

間違っている部分を指摘するということでもいいと思

うのです。それをきちんと使えるようになれば、「み

んなで翻刻」ではなくて、「みんなで品詞分解」とい

う話になります。 

 それから、先ほどのような情報をさらに追加するこ

ともできるといいなと思っています。付けたら、それ

を他の人が画面表示できるようにして共有できるよう
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に、引用できるようにしていく、そういう仕組みを作

りたいと考えています。こういうものが実践できるよ

うになると、もっとコーパスを使ったエビデンスベー

ストな、オープンな研究環境ができていくのではない

かと期待しているところです。これから頑張ります。 

 

まとめ 

 最初、オープンデータの話と言ってしまったのです

けれども、実は日本語コーパスはあまりオープンでは

ありません。CC ライセンスで言うと、一番緩いもの

でも SA が付いているぐらいです。ND が付いている

ものも多いですし、そもそも CC ライセンスを付けて

いないものが多いです。それは先ほど申しましたよう

な理由です。 

 だから、コーパス本体はなかなかオープンとして出

せないのですけれど、アノテーションという切り離し

た関係にはなるのですが、それでオープンサイエンス

を推進する基盤となし得るのではないか、それを拡張

して、環境の整備を今後進めたいと考えているところ

です。 

 

 

 

●フロア 1 勉強になるお話をありがとうございまし

た。東京外国語大学附属図書館の職員です。 

 当館でもこの間、大学院生と「現代日本語書き言葉

均衡コーパス」の使い方のガイダンスを作ったばかり

で、本学の研究分野では本当に欠かすことができない

インフラだと思ってお話を聞いておりました。 

 どうしても商用利用というか、有料化は外すことは

できないというお話だったのですが、「コーパスから

の収益」のスライド（図 1）を拝見すると、アカデミ

ックユースが一定数であって、最初はアカデミックが

多いのですが、2017 年から商用ユースがものすごく

増えています。先ほどの登録者のお話でも、2 万人だ

けれど研究者は数千人しかいなくてというお話をされ

ていました。アノテーションという参加をするのは多

分、研究者がメインだと思うのですが、コーパスを育

てている中のコミュニティの人からも現行ではお金を

取っていて、商用ユースの人からも取っている、多分、

価格の差はあると思うのですけれども、そういう状態

かと思うのです。 

 それをせめてアカデミックユースは無料化するとい

うことで、アノテーションを付けるコミュニティとし

ては、一種、国語研究所を超えた、コンソーシアムで

はないですが、共同体として研究者の世界ではオープ

ン化する、そういう発想はあるでしょうか。 

 

●小木曽 実は、先ほどのアカデミックなのに有料と

いう部分は、「現代日本語書き言葉均衡コーパス」と

「日本語話し言葉コーパス」だけのケースです。これ

はどういうものかというと、「中納言」のようなオン

ラインではなくて、ディスクに入れて生データをその

ままお渡しするというタイプのものなのです。これに

ついては配布の費用もかかるということもあるのと、

そもそもこれのアカデミックライセンスは相当安いで

す。しかも、研究室単位、大きな単位で使えるものな

ので、企業などと比べると相当廉価にはなっていると

思います。 

 そうはいってもオープンにできないかというときに、

結局のところ、オンラインに置けないのです。パッケ

ージで配るということにはなってしまっていて、アカ

デミックにオープンということは完全にはしづらいか

と思っているのですけれども、お答えになったでしょ

（図 1） 
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うか。 

 

●フロア 1 ありがとうございました。パッケージの

ものをオンラインに置けないというのは、容量的に大

き過ぎてということですか。 

 

●小木曽 流通してしまうのではないかということが

基本だと思います。二つのコーパスについてはそのよ

うなことなのですが、近代語のデータなど、一部のも

のは CC ライセンスで、オープンとは言えないかもし

れませんが、公開しているものもございます。 

 歴史コーパスの方は、また別の理由で完全公開がで

きなくて、中世以前のデータの大部分が小学館の『新

編 日本古典文学全集』のライセンスといいますか、

契約の下で使わせていただいているということがあっ

て、われわれにもできないということがあります。同

じようなことで言うと、「現代日本語書き言葉均衡コ

ーパス」については、これも原著作者がいるわけです

けれども、その人たちに許諾を得たときに有料での配

布ということも書いてしまっていて、いろいろと権利

関係、原著作権者との関係があるということです。 

 

●フロア 1 大変よく分かりました。ありがとうござ

いました。 

 

●フロア 2 東京大学の教員です。コーパスで人文系

では最大級のデータセットということで、非常に素晴

らしい活動だと思っております。毎年 50～70 本ぐら

いの論文が出ているというお話だったのですけれども、

これは一体どのようにして実際に使われているかとい

うのを捉えられているか、そのプロセスが分かりまし

たら教えてください。 

 

●小木曽 本当はコーパス利用の契約書の中に、論文

を書いたら送ってくれ、少なくとも情報を送ってくれ

ということを書いているのですが、送ってくれません。

来ることはありません。また、コーパスのようなもの

は、特に人文系の研究では参考文献とか、引用すると

いう習慣があまりないのです。本文中に書いてあると

か、脚注に付いているとか、言及があればいい方です。

中には、「国語研の現代語のコーパスで検索したとこ

ろ」などと、固有名詞なしの書き方しかないこともあ

ります。われわれは仕方がないので、基本的には

Google Scholar のようなところはもちろん、国立情報

学研究所のデータベースの他に、論文集など、そうい

う主立ったものは見て、それでリストアップするとい

う作業を毎年、年に 2 回やっています。その数字とい

うことになります。 


